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１．はじめに 

近年，わが国では高度経済成長期に建設された社会基盤施設の更新時期を一度に迎える．本研究で対象とし

ている下水道施設においても同様の状況で，さらに，コンクリート製下水管きょは硫化水素による早期劣化も

おこる．管きょが破損した場合は，地表部での道路陥没や下水道サービスの停止による市民生活への影響が考

えられる．そのため，このような管きょの点検調査が重要であるが，点検方法 1),2)としては，カメラ調査を含

む目視調査により行われる．しかしながら，この方法では，調査に非常に手間暇がかかり，その評価は専門技

術者による判断が必要である．調査の状況としては，例えば，いわき市の場合総延長 1,060km のうち 49km(約

5％)といった状況である．他の市でも同様の状況である． 

そこで，本研究では，下水管きょの評価方法として，深海魚メヒカリに共生している発光バクテリアの発光

強度により下水を評価することで，コンクリート製

管きょの評価につなげる方法を提案する．この方法

により，簡便に評価でき下水管きょ網の劣化予測の

精度が向上し，効率的・定量的な維持管理につなげ

ることが期待できる． 

２．発光バクテリアの発光強度による評価の考え方 

発光バクテリアの発光強度による評価の前提条

件としては，硫化水素を主な劣化要因として仮定し

ている．図-1 に下水管きょの腐食概念 3)と本研究

の評価対象を示す．液相部の下水を採取し，発光バ

クテリア懸濁液と混和することで，生体に有害な物

質（ここでは主に溶存硫化物を想定）を発光強度に

より総合的に評価する．液相部から生成された硫化

水素によってコンクリート製下水管きょが劣化す

る．つまり，液相部を発光バクテリアの発光強度で評価すること

で，コンクリート製下水管きょの評価が可能となる． 

また，ここで用いる発光バクテリアの発光強度が，生存に有害

と考えられる液体と懸濁した場合に，影響を受けること 4),5)を確

認している．コンクリートの評価としては，発光強度が大きい（明

るい）ときは健全で，発光強度が小さい（暗い）ときは劣化の傾

向にある． 

評価手順としては，図-2に示すようにメヒカリを採取し，共生

している発光バクテリアを採取する．それを培養し，評価したい

下水を採取し，培養液と懸濁する．その後，発光強度計を用いて

発光強度を計測する．最後に，この発光強度を用いてコンクリー

ト製管きょの状態を評価する． 
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図-1 下水管きょの腐食概念と本研究の評価対象 
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図-2 発光バクテリアによる評価手順 
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３．下水採取および発光バクテリアによる評価結果 

本研究では，下水を 2017 年 5 月 29 日から 31 日の

3日間でいわき市内の駅前，住宅地，工業地帯から計

18 箇所から採取した．その採取方法を図-3 に示す．

効率的に採取するために，図-3 中の手順 2 で使用す

る治具を作成した．また，採取箇所は事前に目視調査

が実施された箇所で，採取時にもランク評価を行うた

めにカメラ撮影などを行った．ここで，ランク評価

1)は，管の腐食で構造上影響のある異常を評価したも

ので，ランク Aは鉄筋露出，ランク Bは骨材露出，ラ

ンク Cはそれ以外の腐食となっている．目視調査の結

果は，緊急度 2)として評価されているために緊急度の

定義と目視の結果からランク評価 1)に変換している． 

管きょの目視によるランク評価と発光強度による

評価結果を図-4 に示す．なお，発光強度の評価は，

相対評価となるためコントロールを基準とした値と

なる． 

４．考察  

本調査では，17 箇所において図-4から“ランク B”

から“C”へ，さらに“劣化なし”と劣化の程度が軽

くなるにつれて発光強度による評価も健全の傾向を

示し，コンクリート製下水管きょの状態を概ね正し

く表現できている．5 月 29 日の 1 箇所のみが，外れ

値を示している．ランク算出方法が緊急度からのランクの算出，駅前であるため使用環境の変化などのため，

採取した下水との相関がずれたと推察する． 

５．まとめ 

本研究で得られた成果を以下にまとめる． 

1) コンクリート製下水管きょの評価方法として，簡便に劣化状態を把握するために，発光バクテリアの発光

強度によって評価する方法を提案した． 

2) コンクリートの評価としては，発光バクテリアの発光強度が大きい（明るい）ときは健全で，発光強度が

小さい（暗い）ときは劣化の傾向にある． 

3) 下水採取を 18 箇所で実施した結果，コンクリート製管きょのランク評価と発光強度による評価の傾向は

同様の傾向を示した． 
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図-3 下水採取の手順と方法 
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図-4 管きょのランク評価と発光バクテリアによる評価

土木学会第73回年次学術講演会(平成30年8月)

 

-680-

Ⅵ-340

 


